
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全国学力・学習状況調査」の結果について 
令和４年４月、６年生を対象に文部科学省による「全国学力・学習状況調査」を実施しました。調査は６年生

のみですが、学校全体の状況であるととらえています。この度の結果の概要、今後の取り組みとお願いについて

まとめましたのでお知らせします。家庭・地域・学校が連携していくための資料にしていただきますようお願い

します。 

なお、本調査により測定できるのは、特定の学力の一部分です。本校では、「教育目標」に掲げているよう

に、他の教科・領域も含め、総合的に学ぶ力の育成をめざしています。 

 

１「教科に関する調査」結果の概要 

国語と算数の各問題のなかで、相対的に正答率の高かった問題・低かった問題は下記の通りです。 

 ◎ 正答率の高かった問題 △ 正答率が低かったり無回答が多かったりした問題 

国

語 

地域のためにできることについて話し合いをし

た時の様子を読んで、なぜ谷原さんがそのように発

言したのか、その理由として適切なものを選択す

る。 

最初に書いた【文章１】と書き直した【文章２】を読

んだ感想を伝え合い、その様子を読んで、書き直した文

章のよさを見つけて条件に合うように記述する。 

ぼくの気持ちの説明として適切なものを選択す

る。 

漢字を文の中で正しく使う。 

・したしむ（親しむ） 

算

数 

１０５０×４を計算する。 果汁が２５％含まれている飲み物の量を基にしたと

きの、果汁の量の割合を分数で表す。 

お楽しみ会のアンケート調査結果から、全員の希

望が１つは通るように、遊びを選ぶ。 

交流会の遊びで、1 年生の希望をより叶えるためのポ

イント数の求め方と考え方を記述する。 

 

理

科 

 

昆虫の体のつくりの特徴を基に、ナナホシテント

ウが昆虫であるかどうかを説明するための視点を

選ぶ。 

 

自分の観察の記録と新たに追加された他者の観察の

記録を基に、問題に対するまとめを見直して記述する。 

 

 

２「質問紙調査」結果の概要 

学習時間、生活習慣、授業改善等に関する質問について、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」

等、段階的な選択肢から選ぶ調査です。全国平均と比較して良好なもの・改善を要するものは下記の通りです。 

◎ 全国値と比較して良好なもの △ 全国値と比較して改善を要するもの 

◎「友だちと協力するのは楽しいと思いますか」の質問

に対して、「当てはまる」「どちらかといえば当ては

まる」と肯定的に回答した児童の割合は、全国平均よ

り１．８ポイント高い。 

◎「算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活

用できないか考えますか」の質問に対して、「当ては

まる」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的に回

答した児童の割合は、全国平均より１．８ポイント高

い。 

△「自分には、よいところがあると思いますか」の質

問に対して「当てはまる」「どちらかといえば当て

はまる」と回答した児童の割合は６５．３％で、全

国平均より１４．９ポイント少ない。 

△「算数の問題の解き方が分からないときは、あきら

めずにいろいろな方法を考えますか」の質問に対し

て「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」

と回答した児童の割合は６５．３％で、全国平均よ

り１５．１ポイント少ない。 
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本校では、「読み解く力」の育成に重点をおいた３つの視点から、我が校の「学ぶ力向上策」を策定し、取り組

みを進めています。「学ぶ力向上策」の取り組みを通して、「全国学力・学習状況調査」の結果から明らかにな

った課題（「自分の考えを書くこと」）の解決につなげます。 

視点① 視点② 視点③ 

学びを実感できる授業づくり 
学ぶ意欲を引き出す 

学習集団づくり 

子どものために一丸となっ

て取り組む学校づくり 

○「できた」「わかった」「考えられた」と子

ども達が思えるよう、日々の授業改善に努め

る。 

〇子ども一人ひとりの学びの状況を的確に把

握し、その状況に応じた指導の充実を図る。 

○自分も友だちも安心して

過ごしたり、互いを認め合っ

たりできる学習集団をつく

る。 

 

○日常的な職場内研修の実

施・充実を図り、お互いを高

め合える教員集団をつくる。 

○学年で児童の実態を話し

合って重点目標を毎月決め

る。職員が一丸となってより

よい学校づくりを行う。 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様には、「はやまっ子元気いっぱい計画」、「はやま家学(いえがく)ウィーク」の実施にご協力い

ただき、ありがとうございます。今後も家庭・地域・学校で、下記のような認識や取り組みを共有し、基本的な

生活習慣の定着、そして「全国学力・学習状況調査」の結果から明らかになった課題の解決につなげていきます。

ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

ゲームやスマートフォンの使用時間が長くなるほど、学力層の下位の割合が高くなる傾向

があります。各家庭において、ゲームやスマートフォン等を使用する際は、時間やルールを

決めて使うことが大切です。葉山中学校区では、今後も「ノーメディアデー」を決めて呼び

かけます。家庭・地域では、ゲームやスマートフォン等の時間やルールについて、話し合っ

ていただくよう、ご協力をお願いします。 

 

 

「自分にはよいところがあると思う」について、肯定的に回答している子どもは、学力が高い傾向があります。

自己肯定感を高めていくことは、学力を向上させることにつながります。 

学校では、人との関係づくりや、人と対話する場面を意図的に取り入れます。また、

日々の学習や活動での成功体験を積み上げたり、頑張りを認め励ます声をかけたりし

て、子どもたちが自分のよさを実感したり、成長を感じられるような機会をもてるよう

に努めます。 

家庭・地域では、学校での出来事について話を聞いていただいたり、ほめたり、励ま

したりして、自分に自信がもてるよう、ご協力をお願いします。 

調査結果から考える葉山小学校児童の主な「強み」と「弱み」は、以下のようにとらえました。 

◎「強み」…「正答を選択肢から選ぶこと」 

「友達と協力すること」 

△「弱み」…「自分の考えを書くこと」 

「あきらめずに考えること」 

我が校の「学ぶ力向上策」 

～「読み解く力」の育成に重点をおいた３つの視点～ 

１．ゲームやスマートフォン等は、時間やルールを決めて使うことが大切です。 

２．自己肯定感を高めていくことは、学力を向上させることにつながります。 

保護者・地域の皆様にお願い 

～基本的な生活習慣の定着と自己肯定感を高めるために～ 


